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TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の
広域派遣を実施

〜九州北部の排水作業や被災状況調査を加速〜

令和元年 8月29日 水管理・国土保全局 防災課

　令和元年 8月前線に伴う大雨により、九州北部地方を中心に、洪水による浸水被害や土砂災害等
が発生したことを踏まえ、九州地方整備局から排水ポンプ車による排水作業等TEC-FORCEを派
遣しています。さらに、広域からTEC-FORCEを派遣することで、排水作業や被災調査の迅速化
を図ります。

　

○国土交通省では、令和元年 8月前線による大雨で
大きな浸水被害が生じている九州北部地方に、九
州地方整備局からTEC-FORCE を派遣し、排水
ポンプによる排水作業や被災自治体や被災者のニ
ーズの把握に努めているところです。

○今回、約200名の TEC-FORCE（緊急災害対策派
遣隊）を全国の地方整備局等から派遣し、排水ポ
ンプ車による排水作業を加速するとともに、ドロ
ーン等を活用した被災状況調査により、被災状況
の全容を把握し、早期復旧を支援します。

※これまでの災害における TEC-FORCE活動事例

ドローンによる調査（九州地方整備局） 排水作業（岡山県倉敷市真備町）
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本省災害査定官を派遣し、
被災した河川・道路等の迅速な復旧を支援をします

〜令和元年 ８月前線に伴う大雨の災害緊急調査を実施〜

令和元年 8月30日 水管理・国土保全局 防災課

　令和元年 ８月前線に伴う大雨について、被害状況を迅速かつ的確に把握するとともに、被災した
公共土木施設に対する応急措置及び復旧工法等の技術的な助言・指導のため、国土交通省では本省
防災課の災害査定官 ２名を佐賀県に派遣し、災害緊急調査を実施します。

　

○派遣日程：令和元年 ８月３１日（土）からの予定（詳
細調整中）
○派遣先：佐賀県内の河川・道路等（詳細調整中）

○派遣者：
・国土交通省水管理・国土保全局防災課
　　災害査定官　小寺　秀治（こてら しゅうじ）
　　審査係長　　土門　弘和（どもん ひろかず）

六角川流域の早期の復旧・復興を支援するため
佐賀県庁に本省幹部職員・土木研究所専門家等を派遣

令和元年 8月29日 大臣官房 技術調査課
水管理・国土保全局 防災課災害対策室

　国土交通省では、九州北部を中心とする大雨により広域に浸水した六角川流域の応急排水などの
復旧・復興を支援するため、本省の幹部職員及び土木研究所の専門家等をリエゾン（情報連絡員）
として佐賀県庁に派遣します。

　

○派遣日：令和元年 ８月２９日（木）～
○派遣先：佐賀県庁
○派遣者：
・水管理・国土保全局 水資源部長
　　溝口　宏樹（みぞぐち ひろき）
・北海道局 参事官付 企画調整官
　　岡下　淳（おかした あつし）

・国立研究開発法人 土木研究所つくば中央研究所
　技術推進本部 上席研究員（先端技術）
　　新田　恭士（にった やすし）
・関東地方整備局 企画部 機械施工管理官
　　神宮寺　保秀（じんぐうじ やすひで）
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令和元年梅雨期豪雨及び台風により被災した
河川・道路等の迅速な復旧を支援

〜災害査定を効率化します〜

令和元年 7月31日 水管理・国土保全局防災課

○　書面による査定上限額の引き上げにより査定に
要する時間や人員を大幅に縮減

　・書面による査定上限額を通常300万円未満から
1,500万円以下に引き上げる。

　国土交通省では、令和元年梅雨期豪雨及び台風による被災施設について、被害件数が多かった鹿
児島県の災害復旧事業の災害査定を効率化（簡素化）します。
　これにより、今般の災害に見舞われた地方自治体の災害復旧事業の災害査定の事務手続きの迅速
化が図られます。

　

二級河川 大里川（鹿児島県いちき串木野市）
堤防決壊（鹿児島県HPより）

二級河川 大浦川水系 大王川（鹿児島県南さつま市）
堤防決壊

主要地方道 谷山知覧線（鹿児島県鹿児島市）
道路崩壊

県道 仏迫平房線（鹿屋市輝北町平房）
崩土（鹿児島県HPより）
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　 ８月 ７日（水）、石井大臣は、鬼怒川緊急対策プロ
ジェクトの現場（茨城県常総市内）の視察を行いま
した。常総市中妻町地先の工事現場では、ICT に
よる堤防盛土の施工状況について視察を行い、また、
堤防整備の進捗状況についても確認しました。
　鬼怒川緊急対策プロジェクトの堤防整備と平行し
て「かわまちづくり」の一環として進めているサイ
クリングロード整備については、常総市神逹市長か
らも大臣へ説明いただきました。

鬼怒川緊急対策プロジェクトの現場を
石井大臣が視察

【鬼怒川緊急対策プロジェクト】
　平成２７年 ９ 月関東・東北豪雨で大きな被害を受け
た鬼怒川下流域。国、茨城県、鬼怒川下流部の ７つ
の市町が主体となって、ハード・ソフトを一体化し
た緊急的な治水対策。［ハード対策］決壊した堤防
の本格的な復旧、高さや幅が足りない堤防の整備、
洪水時の水位を下げるための河道掘削など。事業期
間平成２７年度～令和 ２年度［ソフト対策］（円滑な
避難の支援）豪雨時の行動を示した「タイムライン」
の作成とそれに基づく訓練、地域住民等との危険箇
所の共同点検、広域避難に関する仕組みづくりなど。

常総市長と共に堤防上のサイクリングロードを視察する石井大臣

鬼怒川で実施中の ICT 施工による堤防盛土を視察する石井大臣
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　 ８月 ７日（水）から ８日（木）に、工藤政務官は、岡
山県倉敷市真備町や広島県呉市などを訪れ、平成３０
年 ７ 月豪雨災害関連箇所（小田川・高馬川・末政川

岡山県内および広島県内の豪雨災害復旧状況を
工藤政務官が視察

被災箇所、小田川合流点付替え事業箇所、土砂災害
箇所、JR 芸備線復旧事業箇所など）の復旧状況を
視察しました。

小田川堤防決壊箇所の復旧状況について説明を
受ける工藤政務官

小田川合流点付替え事業の整備状況について説明を
受ける工藤政務官

広島市安佐北区三篠川堤防の復旧状況について
説明を受ける工藤政務官

呉市天応地区土砂災害箇所の復旧状況を視察する
工藤政務官

呉市天応地区土砂災害箇所の復旧状況について
説明を受ける工藤政務官

【小田川合流点付替え事業】
　平成30年 ７ 月豪雨により甚大な被害が発生した高
梁川水系小田川沿川における再度災害防止を図るた
めの『真備緊急治水対策プロジェクト（ハード対策）』
の １事業。高梁川との合流位置を約4.6㎞下流へ付
替え、小田川と高梁川の水位を下げることにより、
小田川の沿川地域及び倉敷市街地の治水安全度向上
を図る事業。
事業期間：2018～2023（激特事業）
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1．はじめに
今回は、公共土木施設の災害復旧事業として採択
されるための要件の一つである「異常な天然現象」
とはどのような現象なのか、実際の災害査定事例を
参考に説明します。

2．災害の採択範囲
「公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法」（以下
「負担法」という。）の適用となる災害とは、被害
をもたらした原因が天然現象であり、かつ、その度
合いが異常なものによる災害であります。負担法の

、はと」害災「ていおに律法のこ「、はに項１第条２第
暴風、こう水、高潮、地震その他の異常な天然現象
に因り生ずる災害をいう」と規定されています。
したがって、人為的な原因によって災害が生じて
も負担法の対象とはなりません。
１）異常な天然現象
具体的判断基準として、公共土木施設災害復旧事
業査定方針（局長通知）第３第１項において、異常
な天然現象を規定しています。
公共土木施設災害復旧事業査定方針※及び通知等

を参考にし、判断基準を要約すると下記のとおりで
す。
①河川施設
　・警戒水位（はん濫注意水位）以上の水位

程割５の）さ高のでま端天らか位水低（高岸河 ・　
度以上の水位（警戒水位（はん濫注意水位）の
定めのない場合）

②河川施設以外の公共土木施設
　・最大24時間雨量80㎜以上の降雨

が量雨間時（合場るあで大に特が等量雨間時 ・　
20㎜程度以上）
③最大風速
　・10分間平均風速の最大が15ｍ以上
※最大瞬間風速ではないので注意すること

程の災被で害災るよに波津、浪波、潮高な常異 ④
度が比較的軽微と認められないもの

るいてし成概がクッロブの定一るよにりべす地 ⑤
地すべり防止施設の災害
⑥地すべりによる地すべり防止施設以外の災害
⑦地震による災害

こ、はていつに害災設施るよにりべす地・震地 ※
れらの原因による被害現象そのものが異常性が
あるものとして別に基準は定めていないが、社
会通念上の被害であることが必要である。
⑧降雪、低温による災害
　・異常積雪による災害

路道たし災被りよに温低るなと象対の担負庫国 ・　
施設の災害（凍上災）
⑨その他

、崩雪、灰降、気噴、火噴、雷落、災火、つば干 ・　
竜巻等の突風等による災害

２）災害原因の調査
災害原因の調査については、被災施設の原形及び
被災状況を調査するとともに、特に次の各号に掲げ
る事項に留意して行うものとします。

災害査定の留意点

災害復旧事業の査定事例（2）
－異常な天然現象－

＊03-5253-8457

国土交通省 水管理・国土保全局 防災課 ＊
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※公共土木施設災害復旧事業査定方針第２
量雨続連、量雨間時42大最、はていつに雨降 ①

並びにこれらの時間的変化及び地域的分布状況
続継水洪、量流水洪、位水洪、はていつに水洪 ②

時間、流送土砂量等
、かほののもるげ掲に号各前、はていつに雪融 ③

積雪量、気温の変化、流氷、なだれ等
れこび及等圧気、速風、向風、はていつに風暴 ④

らの時間的関係
ののもるげ掲に号前、はていつに浪波は又潮高 ⑤

ほか、潮位、潮位偏差、波高等及びこれらの時
間的関係

地のりべす地、等量雨降、はていつにりべす地 ⑥
域及びその地質並びにすべり面の位置及び地盤
の移動の状況
⑦地震については、震度、震源地等

3．査定事例から
災害復旧事業として採択される要件に該当しない
と失格及び欠格となります。
以下に過去の災害査定で欠格となった事例を紹介
します。
この被災箇所は、梅雨前線豪雨により河川が増水
し、護岸部が側方侵食を受け流出し、被災を受けた
と申請されたケースです（図－１）。
河川災害において被災水位（D.H.W.L）が河岸
高の５割程度以上の水位となったとして申請された
ものですが、河岸高（低水位（L.W.L）から天端ま
での高さ）の５割程度以上の水位となっておらず、
異常な天然現象によらないため欠格となりました。

★申請に当たってのポイント
異常天然現象の見定めは、洪水痕跡を基に上下流
も含め護岸等の施設状況等を総合的に見て判断する
必要があります。
ただし、道路等背後地の状況によって護岸天端高
が河岸として必要な高さでない場合もありますので
注意が必要です。また、兼用護岸を道路災害で申請
する場合でも河川側の出水による被災であれば被災
水位が河岸高の１／２を超えている必要があります
ので、注意してください。

4．おわりに
災害復旧事業の申請にあたり、公共土木施設災害
復旧事業費国庫負担法事務取扱要綱（事務次官通知）
第18第１項二においては、「気象資料の異常な天然
現象の説明に必要とされるものの図面等を添付して
申請するものとする」と規定されています。
申請前に、採択要件を確認した上で現地調査等に
より、被災状況の確認や被災メカニズムの解析など
を実施し、査定時には被災状況の写真や図面等の資
料を用いて、具体的に説明する事が重要です。
次号のテーマは護岸の「死に体」の判断について
です。

図－１　欠格 となった事例

1/2
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協会だより

１．日　　時
　令和元年11月 5 日（火）
　13時30分～15時00分（受付開始12時30分）

２ ．場　　所
　東京都千代田区平河町 2 - 7 - 4
　　砂防会館別館シェーンバッハ・サボー 1階利根

3 ．懇 親 会
同日の17時15分～、同場所 1階木曽で開催します
（参加費無料）。

令和元年度災害復旧促進全国大会の概要をお知らせします。
多数の方のご出席をお願いします。

（ご案内状は間もなく郵便で発送します。）

　表彰銓衡委員会を 9月18日に開催する予定です。
　銓衡委員会後速やかに受賞者を決定し、受賞者決
定通知を推薦元に郵送します（ 9月中予定）。

　表彰式は、令和元年度災害復旧促進全国大会の中
で行います。
　受賞者の方のご出席をお願いします（代理出席可）。

令和元年度災害復旧及び災害防止事業功労者表彰について

新 刊 図 書 の ご 案 内

　謹啓　平素より当協会の諸事業およびウェブマガ
ジン「月刊防災」につきまして、格別のご配慮とご
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　この度、「令和元年版　災害復旧工事の設計要領」
を新刊図書として発行致しました。「災害復旧工事
の設計要領」（通称：赤本）は、昭和32年に初版を
発行して以来、令和元年版で63版を数え、災害査定
設計書作成時に幅広く活用されています。
　ご購入を希望される方は、東京官書普及株式会社
（シビル Books）へお申込み下さいますよう、お願

い申し上げます。
　官公庁及び会員の方は当協会にお申し込み下さい
ますようお願い申し上げます。
　詳しくは当協会ホームページ、出版図書案内→購
入申込についてをご覧下さい。
http://www.zenkokubousai.or.jp/toshyo_purchase.
html に掲載してございます。
　今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。
� 謹白

http://www.zenkokubousai.or.jp/toshyo_purchase.html
http://www.zenkokubousai.or.jp/toshyo_purchase.html
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平成31年（令和元年）　発生主要異常気象別被害報告 令和元年 ７月31日現在（単位：千円）

※被害報告は、月 2回（15日、月末）国土交通省HPで公表。最新は下記をクリック
　http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/bousai/saigai/kiroku/houkoku.html

http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/bousai/saigai/kiroku/houkoku.html
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